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▲藤原昊斗さんによる答辞

　

飯
森　

永
将
（
丸
山
）

　

伊
藤　

真
椰
（
明
治
町
）

　

伊
藤　

梨
紗
（
明
治
町
）

　

刈
間　

拓
己
（
坊
平
）

　

坂
野
さ
く
ら
（
天
王
）

　

佐
藤　

夏
姫
（
明
治
町
）

　

髙
澤
妃
菜
乃
（
丸
山
）

　

髙
野　

優
琉
（
高
）

　

滝
澤　

悠
里
（
下
井
堀
）

　

塚
原　

康
喜
（
中
芝
）

　

橋
詰　

あ
お
（
丸
山
）

　

平
田　

創
大
（
明
治
町
）

　

藤
原　

昊
斗
（
根
尾
）

　

宮
下　

青
葉
（
天
王
）

　

森
山　

遥
輝
（
天
王
）

　

山
口　

栞
那
（
坊
平
）

　

吉
野　

友
寧
（
野
口
）

　

宮
川
じ
ょ
う
（
筑
北
村
）

　

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
・
転

出
さ
れ
た
方
は
転
出
前
の
地

区
名
・
筑
北
村
に
住
所
が
あ

り
筑
北
中
学
校
に
在
学
し
て

い
た
方
は
「
筑
北
村
」
と
記

載
）

▲令和七年度　二十歳の集いに出席された皆さん

令和七年度 二十歳の集い

二
十
歳
を

迎
え
た
皆
さ
ん

　

二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
を

お
祝
い
す
る「
二
十
歳
の
集
い
」

を
八
月
十
五
日
に
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
筑
北
村
坂
井
の
方
々

が
、
原
則
、
聖
南
中
学
校
へ
入

学
し
た
こ
と
か
ら
麻
績
村
の
単

独
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
対
象

者
は
、
平
成
十
七
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
十
八
人
で
、
十

五
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
塚
原
村
長
か
ら

式
辞
、
峯
村
村
議
会
議
長
か
ら

祝
辞
が
あ
り
、
続
い
て
平
野
麻

績
駐
在
所
長
と
村
保
健
師
か
ら

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら

に
対
し
て
、
二
十
歳
代
表
と
し

て
藤
原
昊
斗
さ
ん
に
よ
る
答
辞

は
、
ま
ず
筑
北
中
学
校
卒
業
式

答
辞
を
読
み
上
げ
、
場
を
和
ま

せ
つ
つ
、
今
後
は
社
会
人
の
一

員
と
し
て
努
力
し
て
い
く
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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▲カメラに向かってピース！

▲懐かしい草木染を披露

　

祝
賀
会
で
は
三
人
の
恩
師
の

先
生
か
ら
ひ
と
言
が
あ
り
、
ま

ず
麻
績
小
学
校
で
担
任
を
さ
れ

て
い
た
塚
口
善
春
先
生
か
ら
は
、

ご
自
身
の
経
験
か
ら
健
康
や
地

域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
続
い
て
同
学
校
の
塩
原

い
ず
み
先
生
か
ら
は
、
当
時
み

ん
な
で
作
成
し
た
草
木
染
の
披

露
と
思
い
出
を
、
最
後
に
筑
北

中
学
校
で
担
任
を
さ
れ
て
い
た

峯
村
学
先
生
か
ら
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
筑
北
祭
を
変

更
し
て
、
一
か
ら
創
り
上
げ
る

必
要
が
あ
り
、「
お
み
ぽ
ん
」

の
お
披
露
目
や
ド
ロ
ー
ン
を
使

っ
た
撮
影
な
ど
新
し
い
試
み
を

実
施
し
、
成
功
さ
せ
た
思
い
出

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ん
の
考
え
を

知
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

っ
て
み
ま
し
た
。
結
果
（
抜

粋
）
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

麻
績
村
に
つ
い
て
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
場
所
と
い
う
事
か
ら

好
意
的
な
内
容
が
多
い
の
で
す

が
、「
将
来
麻
績
村
に
住
み
た

い
か
」
と
い
う
問
い
と
な
る
と
、

長
野
県
に
は
住
み
た
い
け
れ
ど

も
、
仕
事
の
面
な
ど
か
ら
「
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多

聖 風山

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
「
自
分
が
村
長
だ
っ
た

ら
」
と
い
う
問
い
に
は
、
子
育

て
支
援
や
子
ど
も
が
学
び
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
い
う
よ
う
に
、

子
育
て
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、

今
後
の
自
分
た
ち
の
こ
と
も
あ

り
関
心
が
高
い
よ
う
で
し
た
。

　

学
生
、
就
職
さ
れ
て
い
る
方

と
、
人
生
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

記
録
し
、
国
内
史
上
最
高
を
更

新
し
た
。
昨
年
の
記
録
を
上
回

り
、
八
月
の
平
均
気
温
は
平
年

比
プ
ラ
ス
二
℃
超
の
見
込
み
だ
。

熱
中
症
に
よ
る
搬
送
者
数
は
過

去
最
多
の
九
万
人
を
超
え
、
救

急
体
制
も
ひ
っ
迫
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
深
刻
な
雨
不
足
が
追

い
打
ち
を
か
け
、
農
作
物
の
不

作
や
水
資
源
の
枯
渇
も
懸
念
さ

れ
る
。
村
の
特
産
品
で
も
あ
る

リ
ン
ゴ
や
米
の
栽
培
に
も
影
響

が
出
て
い
る
と
の
声
も
聞
く
。

米
や
野
菜
の
価
格
高
騰
で
食
卓

へ
の
影
響
が
広
が
り
、
秋
か
ら

の
新
米
の
値
段
も
過
去
最
高
値

に
な
り
そ
う
だ
。
一
方
で
、
冷

房
需
要
の
急
増
に
よ
り
電
力
供

給
も
ひ
っ
迫
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
が
浮
き
彫
り
に
。
今
年
か

ら
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
た
家
庭

も
多
い
の
で
は
？

　

も
は
や
「
夏
の
暑
さ
」
は
過

去
の
常
識
で
は
測
れ
な
い
。
こ

の
気
候
の
変
化
に
、
私
た
ち
は

ど
う
向
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い

の
だ
ろ
う
か
？ 　

毎
日
が
暑
す

ぎ
る
。
日
本
中

が
未
曾
有
の
猛

暑
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
。
八
月

五
日
に
は
群
馬

県
伊
勢
崎
市
で

四
一
・
八
℃
を
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▲もち麦のすばらしさを語る

▲強弱や発音に気をつけて

▲大勢の方がＰＴＡ学習会・学校保健
　委員会に参加されました

う
と
い
い
か
な
」
や
、「
こ
こ

を
意
識
し
て
」
な
ど
細
か
い
こ

と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
短
時

間
で
子
音
の
発
音
が
は
っ
き
り

し
て
く
る
な
ど
、
み
ん
な
の
歌

い
方
が
変
化
し
て
い
て
、
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
み
っ

こ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
髙
山
先
生
に
指
導
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て

歌
い
た
い
で
す
。

　

今
回
、
七
月
の
土
曜
参
観
日

を
利
用
し
て
「
毎
日
お
腹
か
ら

の
お
便
り
届
い
て
い
ま
す
か
～

お
み
の
も
ち
麦
と
子
ど
も
の
健

康
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
信

州
大
学
医
学
部
保
健
学
科　

特

任
准
教
授
の
日
高
先
生
と
、
Ｏ

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
合
同
会
社
代
表
社
員

の
久
保
田
様
よ
り
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
高
先
生

か
ら
は
、「
医
学
で
は
『
便
』

と
呼
ぶ
、『
お
便
り
』
が
来
る

と
い
う
こ
と
は
、
腸
（
お
な

か
）
が
元
気
で
あ
り
、
有
害
な

も
の
を
体
の
外
へ
出
し
て
く
れ

て
い
る
証
拠
で
す
。」
と
食
物

繊
維
の
働
き
を
分
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
合
同
会
社
の
久

保
田
様
か
ら
は
、
最
新
の
農
業

様
式
で
麻
績
の
遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
を
活
用
し
「
も
ち

麦
」
を
栽
培
し
て
い
る
様
子
を

動
画
や
、
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
音

声
で
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

麻
績
村
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

も
ち
麦
「
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
イ
バ

ー
」
は
、
長
野
県
が
開
発
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
あ
り
、
水

溶
性
食
物
繊
維
・
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
、
栄
養
価
が

麻
績
小
学
校

　

近
年
、
麻
績
小
学
校
で
は
、

学
校
給
食
に
「
も
ち
麦
」
を
導

入
し
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
『
も

ち
麦
』
な
の
か
？
」
と
い
い

ま
す
と
、
現
代
の
食
生
活
で

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
生

活
習
慣
病
予
防
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
学
校
給
食
で

は
、「
塩
分
・
脂
質
の
抑
制
」

と
共
に
「
食
物
繊
維
の
摂
取
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

食
物
繊
維
が
「
も
ち
麦
入
り
の

ご
は
ん
」
に
す
る
こ
と
で
、
通

常
の
白
米
の
三
倍
も
摂
取
す
る

こ
と
が
で
き
、
食
物
繊
維
摂
取

量
が
「
も
ち
麦
」
を
使
用
し
て

い
な
か
っ
た
年
度
と
の
比
較
で

は
四
・
九
ｇ
か
ら
五
・
六
ｇ
と

〇
・
七
ｇ
増
加
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
の

健
や
か
な
発
育
と
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
た
め
、
地
元
産
食

材
の
活
用
で
地
域
の
農
業
と
つ

な
が
る
（
地
産
地
消
）
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
麻
績
小
学
校
で
は
、
令

和
六
年
五
月
よ
り
「
も
ち
麦
」

の
提
供
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

元
気
通
信
!!
　
今
月
の
小
・
中
学
校

高
く
、
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
し

て
注
目
さ
れ
、
栽
培
期
間
中
、 

化
学
肥
料
、
農
薬
不
使
用
、

「
信
州
の
環
境
に
や
さ
し
い
農

産
物
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
栄
養
教
諭
か
ら
も
、 

「
子
ど
も
た
ち
の
腸
内
環
境
改

善
へ
の
取
り
組
み
～
『
も
ち

麦
』
を
取
り
入
れ
た
給
食
の
提

供
～｣

と
し
て
、
給
食
メ
ニ
ュ

ー
の
紹
介
と
、
も
ち
麦
ご
飯
の

「
お
に
ぎ
り
」
を
保
護
者
の
方

に
試
食
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
演
会
を
き
っ
か

け
に
、
家
庭
で
も
食
物
繊
維
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

筑
北
中
学
校

　
髙
山
先
生
の
合
唱
指
導

一
年
　
丸
山
浬
愛
杏

　

合
唱
の
外
部
講
師
で
あ
る
髙

山
先
生
に
よ
る
合
唱
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
ピ
ア
ノ
を
少

し
だ
け
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、

強
弱
記
号
と
か
そ
こ
ま
で
詳
し

く
教
え
て
も
ら
う
前
に
ピ
ア
ノ

を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
フ
ォ

ル
テ
と
ピ
ア
ノ
ぐ
ら
い
し
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
髙
山
先

生
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
強

弱
記
号
の
こ
と
や
、「
こ
う
歌

　
最
後
の
大
会
を
終
え
て
　

三
年
　
薄
田
　
　
庵

　

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
生
坂
中

学
校
と
聖
南
中
学
校
と
合
同
バ

ン
ド
を
組
み
、
七
月
二
十
一
日

に
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
長
野
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
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▲笑顔で精一杯がんばりました

ー
ル
中
信
地
区
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
私
た
ち
三
年
生
に
と

っ
て
は
、
最
後
の
大
会
で
し
た
。

四
月
か
ら
平
日
は
各
校
で
練
習

を
、
週
末
は
合
同
練
習
を
し
て

き
ま
し
た
。
合
同
練
習
で
は
、

な
か
な
か
メ
ン
バ
ー
が
全
員
揃

う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
中
で

お
互
い
を
補
い
合
い
な
が
ら
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
は
銀

賞
で
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

ま
で
で
一
番
息
の
揃
っ
た
演
奏

が
で
き
、
皆
が
笑
顔
で
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
悔
の

残
ら
な
い
演
奏
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。

　
麻
績
神
明
宮
祇
園
祭

　

令
和
七
年
度
神
明
宮
祇
園
祭

が
七
月
二
十
七
日
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

松
本
文
化
会
館
付
属
管
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
な
ど
の
団
体
が
参
加

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
本
殿
及
び
拝
殿
、
神
楽

殿
で
は
、
神
事
で
あ
る
浦
安
の

舞
を
舞
姫
二
人
が
、
扇
と
鈴
を

使
っ
て
奉
納
し
、
皆
で
平
和
と

幸
せ
を
願
い
ま
し
た
。

　
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
三
十
六
回
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月
二
日

に
麻
績
村
役
場
前
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

麻
績
小
学
校
に
よ
る
金
管
バ

ン
ド
、
明
治
町
の
聖
太
鼓
、
昨

年
度
と
比
べ
て
大
幅
に
部
員
が

増
え
た
筑
北
中
学
校
吹
奏
楽
部

や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
子
ど
も
た
ち
が
大
活
躍
で
し

た
。

　

ま
た
ミ
ニ
防
災
フ
ェ
ア
で
は

特
別
車
両
の
見
学
、
長
野
県
警

の
白
バ
イ
と
パ
ト
カ
ー
が
来
て
、

訪
れ
た
方
々
は
車
両
に
乗
っ
た

姿
を
写
真
に
写
し
て
い
ま
し
た
。

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
は
、
五
十
番
ま
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
少
し
風
が
吹
い
て
い

て
霧
や
雲
が
少
な
く
、
夜
空
を

彩
る
大
輪
の
花
火
が
打
ち
あ
が

る
た
び
に
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

▲会場を盛り上げた松本文化会館付属管楽アンサンブル

▲みごとな浦安の舞▲めったに乗車できない車両を体験

▲多くの方が来場されました

　
聖
高
原
納
涼
煙
火
大
会

　

第
六
十
一
回
聖
高
原
納
涼
煙

火
大
会
が
、
八
月
十
四
日
に
聖

高
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
大
会
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
村
消
防
団
ラ
ッ
パ
班

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場

の
お
客
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手

▲麻績村消防団ラッパ班による演奏▲大輪の華

※
誌
面
の
関
係
で
今
月
号
に
掲

載
で
き
な
か
っ
た
記
事
は
、

九
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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が
麓
の
村
を
襲
っ
た
と
い
う
。

　

ロ
シ
ア
南
部
・
北
オ
セ
チ
ア

共
和
国
の
世
界
一
寒
い
村
で
平

成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
、
氷

河
が
溶
け
て
流
出
し
、
一
〇
〇

人
以
上
の
犠
牲
者
が
で
た
と
い

う
。

　

日
本
で
も
、
氷
河
を
形
成
し

て
い
る
山
が
あ
る
。
要
注
意

だ
！

〇
世
界
中
が
暑
い

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
パ
リ
郊
外

十
五
の
県
で
、
七
月
一
日
・
四

十
一
度
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
六
月
二
十

八
日
・
四
十
六
度
。

　

ト
ル
コ
・
イ
タ
リ
ア
で
は
、

高
温
で
山
火
事
が
発
生
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ウ
イ
ン
ブ

ル
ド
ン
テ
ニ
ス
の
大
会
会
場
が

三
十
一
・
四
度
に
達
し
た
と
い

う
。

　

日
本
で
は
、
連
日
四
十
度
以

上
観
測
し
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

〇
高
温
に
な
れ
ば
食
糧
品
高
騰

　

日
本
で
は
、
食
糧
品
の
価
格

上
昇
が
連
日
、
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

　

昨
年
八
月
猛
暑
が
続
き
、
秋

か
ら
米
価
が
高
騰
し
た
。

　

世
界
各
地
で
も
、
高
温
を
中

心
と
し
た
異
常
気
象
の
影
響
で

食
糧
品
の
高
騰
が
み
ら
れ
る
と

い
う
。

　

今
年
の
米
の
作
柄
が
心
配
だ
。

　
ば
ん
ば
の
池
の
麻
績
渡
り

（
一
）猿
ヶ
馬
場
峠
に
つ
い
て

　

名
称
の
由
来
に
つ
い
て
の
史

料
は
欠
く
が
、「
猿
」
と
「
馬
」

の
組
み
合
わ
せ
が
奇
妙
で
あ
る
。

　

広
辞
苑
に
は
、「
ば
ば
（
馬

場
）
―
乗
馬
の
練
習
や
競
馬
を

す
る
平
地
。
う
ま
ば
。
姓
氏
の

一
つ
。」
と
あ
る
。

　

馬
は
古
代
の
埴
輪
に
も
見
ら

れ
、
乗
用
・
軍
馬
・
荷
物
の
運

搬
・
農
耕
・
競
馬
・
祭
り
・
食

料
等
と
し
て
重
要
な
動
物
で
あ

っ
た
。

　

麻
績
の
牧
場
伝
承
に
は
、
真

米
牧
よ
せ
・
番
場
（
馬
場
）
の

峰
・
天
ノ
原
等
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
最
も
有
力
説
は
、
真
米

（
馬
籠
）
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

猿
ヶ
馬
場
峠
は
真
米
に
近
く
、

水
と
草
が
豊
富
で
、
古
代
馬
の

牧
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。

　

猿
ヶ
馬
場
峠
が
正
式
な
道
と

し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
江
戸

時
代
の
初
め
で
あ
る
。

　

峠
の
歴
史
伝
承
に
は
天
正
十

（
一
五
八
二
）
年
の
織
田
信
長

の
臣
森
長
可
・
天
正
十
二
（
一

五
八
四
）
年
の
小
笠
原
貞
慶
が

あ
る
。

　

い
ず
れ
も
「
猿
ヶ
峠
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

「
か
く
れ
く
ぼ
」「
頭
無
」
な

ど
の
戦
さ
に
か
か
わ
る
地
名
も

あ
る
。

　

伝
説
に
は
、
六
地
蔵
、
赤
牛

に
乗
っ
た
和
尚
さ
ん
、
よ
し
が

平
の
パ
ン
パ
ン
狐
、
頭
無
し
が

村
誌
下
巻
に
あ
る
。

（
二
）「
ば
ん
ば
の
池
」に
つ
い
て

〇
聖
湖
名
に
つ
い
て

　
先
人
の
記
録
か
ら

　

日
本
全
国
を
歩
い
て
測
量
し
、

地
図
を
完
成
し
た
伊
能
忠
敬
は

文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
四

月
二
十
八
日
、
麻
績
村
を
通
過

し
た
。

　

測
量
日
記
に
よ
れ
ば
…
「
猿

ヶ
馬
場
峠
此
所
に
湖
あ
り
、
周

五
百
五
十
七
間
と
い
う
。
茶
屋

一
軒
、
名
物
柏
餅
…
」
と
あ
る
。

池
の
名
称
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に 

刊
行
さ
れ
た
豊
田
利
忠
の
「
善

光
寺
路
名
所
図
会
」
に
は
、

「
頂
【
と
う
げ
】
に
み
ず
茶
舗

【
や
】
あ
り
、
ま
た
右
に
夜
ヶ

池
東
西
二
丁
ば
か
り
、
南
北
四

丁
半
程
水
湛
え
て
浸
々
た
り
。

こ
の
嶺
【
と
う
げ
】
は
木
も
な

く
、
笹
原
に
て
平
山
な
り
」
と

現
在
の
聖
湖
及
び
峠
の
様
子
が

そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
図
「
猿
ヶ
馬
場
下
り
坂
燧

石
【
ひ
う
ち
い
し
】」
よ
り
眺

望
十
勝
の
撰
あ
り
」（
豊
田
利

忠
・
画
）
の
左
上
に
猿
ヶ
馬
場

峠
と
夜
ヶ
池
の
一
部
が
描
か
れ

て
い
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
は
「
夜
ヶ

池
」
で
あ
っ
た
。

　

村
誌
上
巻
「
各
村
の
た
め

池
」
に
頂
に
「
夜
が
池
と
も
い

う
」
と
記
述
が
あ
る
。
一
夜
で

池
が
で
き
た
か
ら
だ
と
い
う
。

〇
聖
山
高
原
県
立
公
園
の
指
定

　

麻
績
村
ほ
か
七
市
町
村
（
旧

町
村
）
に
関
係
す
る
聖
山
周
辺

二
一
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
昭

和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
七
月

八
日
、
名
称
「
聖
山
高
原
県
立

公
園
」
に
指
定
さ
れ
た
。

〇
「
ば
ん
ば
の
池
」
か
ら

　「
聖
湖
」
に

　

昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）

年
当
時
「
ば
ん
ば
の
池
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
名
称
を
公
募

し
、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）

年
一
月
、
村
議
会
で
「
聖
湖
」

に
決
ま
り
、
十
月
「
聖
湖
」
と

改
名
さ
れ
た
。

次
号
に
続
く

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

（
そ
の
九
）

　「
明
け
の
海
」こ
ぼ
れ
ば
な
し

（
続
き
）

〇
北
極
熊（
白
熊
）も
食
料
不
足

　

泳
ぎ
が
巧
み
だ
が
、
氷
上
の

休
憩
場
所
が
少
な
く
、
溺
れ
そ

う
だ
と
い
う
。

　

ア
ザ
ラ
シ
や
魚
が
主
食
だ
と

い
う
。
明
け
の
海
で
氷
が
溶
け
、

主
食
の
ア
ザ
ラ
シ
の
捕
獲
が
困

難
と
な
り
、「
米
不
足
」
な
ら

ぬ
食
料
不
足
だ
と
い
う
。

〇
海
面
上
昇
で
国
が

　
存
続
の
危
機

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
北
東

赤
道
近
く
の
九
つ
の
島
か
ら
な

る
国
「
ツ
バ
ル
」、
平
均
海
抜

二
メ
ー
ト
ル
、
最
高
で
も
五
メ

ー
ト
ル
だ
と
い
う
。
推
定
人
口

は
、
九
六
〇
〇
人
。

　

温
暖
化
に
よ
る
海
水
上
昇
で

国
が
水
没
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

報
じ
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

へ
の
特
別
移
住
が
始
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。

〇
氷
河
が
溶
け
る

　

ス
イ
ス
南
部
の
ブ
ラ
ッ
テ
ン

（
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
北
）
で

は
、
温
暖
化
で
溶
け
た
氷
河
が

崩
落
し
、
九
〇
〇
万
㎥
の
土
砂

麻
績
の
神
社
と	

	
薙
鎌
信
仰
に
つ
い
て
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　「
筑
北
中
学
校
」
選
書
会

　

読
書
旬
間
に
合
わ
せ
て
、
選

書
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

読
書
へ
の
関
心
を
高
め
る
一

助
と
す
る
た
め
、
学
習
委
員
会

が
主
催
し
今
年
度
初
め
て
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
お
み
図
書
館
か

ら
も
職
員
が
伺
い
、
そ
の
活
動

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

松
本
市
の
「
ち
い
さ
い
お
う

ち
書
店
」
の
越
高
一
夫
さ
ん
に

よ
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
六
月
十

日
の
《
時
の
記
念
日
》
に
合
わ

せ
て
、
時
間
に
ま
つ
わ
る
本
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
本
は
タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
、
本
を
読
む

前
と
後
の
自
分
は
違
う
、
そ
ん

な
読
書
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が

自
分
の
根
を
作
る
こ
と
に
繋
が

る
」
と
い
う
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
読
書
に
向
か
う
姿
勢

と
し
て
は
「
ま
ず
読
む
こ
と
か

ら
始
め
て
み
よ
う
。
そ
し
て
多

く
の
こ
と
を
知
り
、
考
え
る
、

そ
し
て
調
べ
る
。
自
分
の
中
の

世
界
を
広
げ
る
。
そ
の
こ
と
で
、

他
者
を
理
解
す
る
力
も
育
ま
れ

る
」
と
、
読
書
時
間
の
大
切
さ

な
ど
も
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
選
書
会
で
は
、
越

高
さ
ん
の
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ

た
本
も
含
め
、
会
場
い
っ
ぱ
い

に
並
ん
だ
本
の
中
か
ら
、
生
徒

た
ち
が
興
味
の
あ
る
本
に
付
箋

を
貼
り
、
図
書
室
に
置
く
本
を

自
分
た
ち
で
選
び
ま
し
た
。

　

実
際
に
本
を
手
に
と
っ
て
開

き
、
自
分
の
感
性
と
対
話
し
て
、

新
し
い
本
と
新
し
い
自
分
と
の

な
？
」
を
ク
イ
ズ
形
式
で
お
話

し
く
だ
さ
る
と
、
児
童
は
前
の

め
り
に
な
っ
て
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

五
・
六
年
生
に
は
、
言
葉
遊

び
の
楽
し
い
本
「
お
っ
と
合
点

承
知
之
助
」
を
み
ん
な
で
暗
唱

し
て
和
ん
だ
後
に
、
戦
争
に
つ

い
て
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
待
ち
か
ね
の
一

人
一
冊
本
選
び
で
す
。
本
を
傷

め
な
い
よ
う
に
優
し
く
扱
い
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
と
選
ぶ
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
選
ん
だ
本
は

随
時
図
書
館
に
並
べ
て
い
ま
す
。

▲「トムは真夜中の庭で」や「時
　をかけるタック」を紹介

▲即決の子もいれば、じっく
　りと選ぶ姿も

▲大根と人参の花の違い、わ
　かるかな？▲どの本にしようかな？

高橋良子 文
文研出版

真鍋和子 著
童心社

来館者数	 408人
貸出冊数	 981冊
ご来館ありがとう
ございます。

８月の図書館
ど
ん
ど
ん
読
み
ま
し
ょ
う
。

【
越
高
さ
ん
お
薦
め
の
本
】

「
ミ
ハ
イ
ル
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
」

　

南
樺
太
で
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
と
ロ
シ
ア
人

ミ
ハ
イ
ル
。
し
か
し
、
戦
争
に

よ
っ
て
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
戦
後
、
サ
ハ
リ

ン
を
訪
れ
ま
す
が
…
。

出
会
い
の
予
感
を
感
じ
る
、
そ

ん
な
素
敵
な
時
間
に
な
り
ま
し

た
。

　
麻
績
小
学
校
図
書
館
便
り

　
小
学
校
で
も
や
り
ま
し
た
。

　
選
書
会
！

　

今
ま
で
も
児
童
の
リ
ク
エ
ス

ト
カ
ー
ド
を
置
き
、
入
れ
て
欲

し
い
本
の
希
望
を
受
け
付
け
て

い
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
本
が
出

版
さ
れ
て
い
る
の
か
情
報
が
少

な
い
中
で
は
、
自
分
が
こ
の
本

を
読
み
た
い
！
と
希
望
す
る
子

は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
小
学
校
も

「
ち
い
さ
い
お
う
ち
書
店
」
に

お
願
い
し
、
三
年
生
以
上
の
児

童
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
・
四
年
生
に
は
、
科
学
に

興
味
が
持
て
る
よ
う
な
本
「
う

か
ぶ
か
な
？
し
ず
む
か
な
？
」

「
や
さ
い
の
は
な　

な
ん
の
は

「
子
ど
も
も
兵
士
に
な
っ
た
沖

縄
・
三
中
学
徒
隊
の
戦
世
」

　

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
無
念
の

死
を
遂
げ
た
中
学
生
。
彼
ら
の

命
の
意
味
と
は
。
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麻
績
村
文
化
祭

　
参
加
者
募
集

　

文
化
祭
を
十
一
月
一
日（
土
）

と
二
日（
日
）に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

芸
能
発
表
会
（
一
日
の
午

後
）
と
作
品
展
示
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
麻
績

村
公
民
館
（
☎
六
七-

二
二
四

〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
分
館
・
団
体
別
リ
レ
ー

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

村
民
運
動
会
を
十
月
十
九
日

（
日
）に
村
総
合
運
動
場
で
開
催

し
ま
す
。

　

分
館
・
団
体
別
リ
レ
ー
に
出

場
し
て
い
た
だ
け
る
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。
障
害
物
競
走
を

し
な
が
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
服
装

で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る

方
々
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

麻
績
村
に
お
住
ま
い
、
ま
た

は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
五
人

一
組
の
チ
ー
ム
（
分
館
で
の
出

場
で
も
構
い
ま
せ
ん
）
を
組
ん

で
、
麻
績
村
公
民
館
（
☎
六
七

-

二
二
四
〇
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
心
配
事
相
談
所

　
行
政
相
談
所
を

　
合
同
開
催
い
た
し
ま
す

　

心
配
事
相
談
所
と
行
政
相
談

所
を
次
の
時
間
と
場
所
で
合
同

開
催
し
ま
す
。

　

心
配
事
相
談
は
、
日
常
生
活

で
の
お
悩
み
や
お
困
り
ご
と
を

無
料
で
相
談
で
き
る
事
業
で
、

麻
績
村
で
は
年
四
回
定
期
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
意
見
や
要
望
、
苦
情
を

受
け
付
け
、
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
で
、
不
定
期
で
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
い
ず
れ
の
相
談
も
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時

　

九
月
十
八
日（
木
）

　

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所

　

村
役
場
二
階
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
先

　

〇
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

心
配
事
相
談
事
務
局

　
　
（
☎
六
七-

三
〇
九
九
）

　

〇
村
役
場
総
務
課

　
　

行
政
相
談
事
務
局

　
　
（
☎
六
七-

四
八
五
〇
）

　
公
民
館
行
事
の
予
定

〇
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
：
十
月
五
日（
日
）

場
所
：
南
長
野
ゴ
ル
フ
場

備
考
：
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
九
月
二
十
五
日（
木
）ま

で
に
公
民
館
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

〇
村
民
運
動
会

日
時
：
十
月
十
九
日
（
日
）

場
所
：
総
合
運
動
場

備
考
：
詳
細
は
、
地
区
の
分
館

長
・
分
館
主
事
の
方
を
通
じ

て
ご
連
絡
し
ま
す
。

　
ご
冥
福
を
祈
る

飯
森　

絢
子　

85
歳　

下
井
堀

▲地域交流センターで令和7年 9月末まで優勝旗
　やトロフィーなどを展示しています

〇
第
五
回
麻
績
学
級

日
時
：
十
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　
　

午
後
二
時
か
ら

場
所
：
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
：
映
画
観
賞

　

「
お
終
活　

熟
春
！
人
生
、

百
年
時
代
の
過
ご
し
方
」

　
安
筑
青
年
野
球
大
会

　
二
十
八
大
会
ぶ
り

　
王
座
奪
還

　

安
筑
青
年
野
球
大
会
が
八
月

十
五
日
に
池
田
町
で
開
催
さ

れ
、
村
体
協
野
球
部
『
麻
績

A
N

GELS

』
が
二
日
間
の
激

闘
を
制
し
て
二
十
八
大
会
ぶ
り

に
優
勝
し
、
第
一
〇
〇
回
大
会

の
節
目
を
飾
り
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
前
年
度
優
勝
チ

ー
ム
を
相
手
に
三
点
先
制
し
、

終
盤
に
二
点
返
さ
れ
る
も
逆
転

を
許
さ
ず
勝
利
し
ま
し
た
。

　

安
筑
青
年
野
球
大
会
は
一
世

紀
以
上
続
く
歴
史
あ
る
大
会
で
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
体
協
野
球
部
の
皆
さ
ん
、

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

一
回
戦
【
四
対
〇
】

　

対 T
he M

O
RN

IN
g

（
安
曇
野
市
）

二
回
戦
【
二
対
一
】

　

対 

み
や
び
設
備
（
安
曇
野
市
）

準
決
勝
【
七
対
一
】

　

対 Blue Fit5141

（
安
曇
野
市
）

決
　
勝
【
三
対
二
】

　

対 

獅
子
丸
（
安
曇
野
市
）


